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休日救急医療当番医・無料相談　ほか

５ 月の無料相談

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

１日㈰
小 児 科 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク �2040
内科・外科 わ た な べ 内 科 医 院 �1531
歯　 科 ま る や ま 歯 科 医 院 �9146

３日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 会 田 病 院 �2121
歯　 科 水 野 谷 歯 科 医 院 �3933

４日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 会 田 病 院 �2121
歯　 科 大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク �2833

５日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 会 田 病 院 �2121
歯　 科 本 柳 歯 科 医 院 �5030

８日㈰
小 児 科 み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク �1001
内科・外科 き た む ら 整 形 外 科 �5533
歯　 科 山 本 歯 科 医 院 �2888

15日㈰
小 児 科 にしごうキッズクリニック �8725
内科・外科 小 針 医 院 �2366
歯　 科 よ し な り 歯 科 医 院 �3020

22日㈰
小 児 科 わたなべ子どもクリニック �2166
内科・外科 ま つ や ま ク リ ニ ッ ク �2311
歯　 科 九 番 町 歯 科 ク リ ニ ッ ク �3711

29日㈰
小 児 科 ねもとキッズクリニック �5623
内科・外科 よ し だ 内 科 ク リ ニ ッ ク �5711
歯　 科 三 森 歯 科 医 院 �2401

５ 月の休日救急医療当番医

種類 開設日 時間 会場・問い合わせ先 内容

弁護士法律相談
（要予約）

６日㈮
18日㈬ 10:00 〜 12:00 ◦新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため

　当面の間、電話での相談となります。
問市消費生活センター☎�1133
　（平日／午前９時～午後５時）

多重債務、離婚・相続
問題などのトラブル、
被災者の抱える二重ロ
ーン問題の相談など

11日㈬
25日㈬ 13:00 〜 16:00

交通事故相談 月〜金
曜日　

９:00
13:00

～
～

12:00
16:00 問県庁県政相談コーナー☎024-521-4281 損害賠償請求や示談の

仕方など

心配ごと相談 10日㈫
24日㈫ 10:00 〜 12:00 ◦中央老人福祉センター（北中川原）

問市社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関するこ
となど

認知症の人と
家族の会 22日㈰ 13:30 〜 15:30 ◦中央老人福祉センター（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の相
談や話し合いなど

あったかカフェ 19日㈭ 13:30 〜 14:30 ◦マイタウン白河地下会議室（本町）
問本庁舎高齢福祉課☎�1111内線2153

認知症に関する相談
どなたでも参加可能

市民あったか
相談所

月〜金
曜日　 ８:30 〜 17:15

◦本庁舎生活防災課
問本庁舎生活防災課内専用電話☎�1717 市行政等に関する相談

空き家の利活用
相談

◦本庁舎まちづくり推進課
問☎�1111内線2238

空き家バンクの登録な
ど利活用に関する相談

おくやみ窓口
利用の予約

問本庁舎市民課☎�1111内線2173
　各庁舎地域振興課　表郷☎�2113　
　大信☎�2114　 東☎�2113

亡くなられた方に関す
る市役所での各種手続
きの予約

ハートコール
（いじめ等相談電話）

問ハートコール相談専用電話
☎0800-800-1893（フリーダイヤル）

児童・生徒のいじめ等
に関する相談

あたたかい善意をありがとうございました。善 意の窓

（２月受付分）

《小児平日夜間救急外来》
◦場所　白河厚生総合病院　小児科外来　☎�2211
◦時間　午後７時15分～９時15分（土・日・祝日を除く）
※受診するときには、必ず事前に連絡してください。

〈愛の基金〉　

♥10万円 和知 繁藏　様（中田）

♥５万円 白河ダンススクール　様

♥５万円 青木 克二　様（横町）

♥５万円 齋藤 博秀　様（大信下小屋）

♥３万円 高原 正俊　様（大信隈戸）

♥２万円 中山 フサ　様（昭和町）

♥５千円 金勝寺ボランティア　佐藤 力　様

５  月の献血 ※日程が決まり次第、市ホームページ
　でお知らせします。

《献血の現状》
　血液は、人間の生命を維持するために不可欠なも
のですが、人工的に作ることや長期間保存すること
が困難です。このため輸血に必要な血液を確保する
ためには、献血が必要とされています。
　しかし献血者数は全国的に減少傾向にあり、特に
10～20代の献血者の確保が課題となっています。
　さらに、新型コロナウイルス感染症拡大により血
液の確保が厳しい状況です。




